
(57)【要約】

【課題】少ない部品点数及び簡単な構造で冷却効率が良

い冷却器を持つ、冷却器付きリアクトルを提供すること

である。

【解決手段】冷却器付きリアクトルは、底壁部２２とそ

の外周に沿った周壁部２５とが一体に形成され、冷却水

が循環する水路４０が底壁部に形成されている冷却器２

０と；底壁部と周壁部とで区画された収容空間３５に収

容され、その一部が底壁部に密着したリアクトル１０と

；から成る。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
  底 壁 部 と 周 壁 部 と が 一 体 に 形 成 さ れ 、 該 底 壁 部 は 冷 却 水 が 循 環 す る 水 路 を 備 え て い る 冷
却 器 と 、
  前 記 底 壁 部 と 前 記 周 壁 部 と で 区 画 さ れ た 収 容 空 間 に 収 容 さ れ 、 そ の 一 部 が 該 底 壁 部 に 密
着 し た リ ア ク ト ル と 、
か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 冷 却 器 付 き リ ア ク ト ル 。
【 請 求 項 ２ 】
  前 記 リ ア ク ト ル は Ｕ 形 状 の コ ア と 該 コ ア に 巻 か れ た コ イ ル と か ら 成 り 、 該 コ ア の 下 面 が
前 記 底 壁 部 に 密 着 し て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 冷 却 器 付 き リ ア ク ト ル 。
【 請 求 項 ３ 】
  前 記 周 壁 部 は 前 記 リ ア ク ト ル に 対 応 す る 形 状 を 持 ち 、 前 記 コ ア の 外 面 が 前 記 周 壁 部 に 近
接 し て い る 請 求 項 ２ に 記 載 の 冷 却 器 付 き リ ア ク ト ル 。
【 請 求 項 ４ 】
  底 壁 部 と 周 壁 部 と 該 底 壁 部 及 び 該 周 壁 部 で 区 画 さ れ る 収 容 空 間 を 複 数 の 収 容 部 に 仕 切 る
仕 切 壁 部 と が 一 体 に 形 成 さ れ 、 該 底 壁 部 は 冷 却 水 が 循 環 す る 水 路 を 備 え て い る 冷 却 器 と 、
  第 １ 底 壁 部 、 第 １ 周 壁 部 及 び 前 記 仕 切 壁 部 で 区 画 さ れ た 第 １ 収 容 部 に 収 容 さ れ 、 そ の 一
部 が 該 第 １ 底 壁 部 に 密 着 し た リ ア ク ト ル と 、
  第 ２ 底 壁 部 、 第 ２ 周 壁 部 及 び 前 記 仕 切 壁 部 で 区 画 さ れ た 第 ２ 収 容 部 に 収 容 さ れ た 電 子 部
品 と 、
か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 冷 却 器 付 き リ ア ク ト ル 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 仕 切 壁 部 は 、 前 記 周 壁 部 の 側 壁 の 途 中 か ら 延 び た 第 １ 延 長 部 と 、 端 壁 の 途 中 か ら 延
び た 第 ２ 延 長 部 と か ら 成 り 、 前 記 第 １ 収 容 部 は 前 記 第 ２ 収 容 部 よ り も 小 さ い 請 求 項 ４ に 記
載 の 冷 却 器 付 き リ ア ク ト ル 。
【 請 求 項 ６ 】
  前 記 リ ア ク ト ル は Ｕ 形 状 の コ ア と 該 コ ア に 巻 か れ た コ イ ル と か ら 成 り 、 該 コ ア の 下 面 が
前 記 底 壁 部 に 密 着 し て い る 請 求 項 ４ に 記 載 の 冷 却 器 付 き リ ア ク ト ル 。
【 請 求 項 ７ 】
  前 記 第 １ 周 壁 部 及 び 前 記 仕 切 壁 部 は 前 記 リ ア ク ト ル に 対 応 す る 形 状 を 持 ち 、 前 記 コ ア の
外 面 が 該 第 １ 周 壁 部 及 び 該 仕 切 壁 部 に 密 着 し て い る 請 求 項 ６ に 記 載 の 冷 却 器 付 き リ ア ク ト
ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
  本 発 明 は 、 発 熱 に よ る 温 度 上 昇 を 抑 制 す る 冷 却 器 を 備 え た 、 冷 却 器 付 き リ ア ク ト ル に 関
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 リ ア ク ト ル は 、 た と え ば Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ コ ン バ ー タ に お い て 直 流 電 源 の エ ネ ル ギ を 蓄 え 及 び
放 出 す る も の で あ り 、 磁 性 体 か ら 成 る コ ア の 回 り に コ イ ル を 巻 い て 成 る 。 作 動 時 に 発 熱 し
、 発 熱 に よ り 限 度 を 超 え て 温 度 が 上 昇 す る と 、 リ ア ク ト ル の 作 動 の 安 定 性 が 損 な わ れ る 。
そ の た め に 温 度 上 昇 を 抑 制 す べ く リ ア ク ト ル に 冷 却 器 を 付 加 す る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 図 ３ に 示 す 従 来 の 冷 却 装 置 付 き リ ア ク ト ル （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） に お い て 、 リ ア ク
ト ル ８ ０ は コ ア ８ １ と コ イ ル ８ ２ と を 含 む 。 冷 却 装 置 ８ ５ は 上 部 ハ ウ ジ ン グ ８ ７ 、 一 対 の
側 部 ハ ウ ジ ン グ ９ ０ 及 び ヒ ー ト シ ン ク ９ ７ を 含 む 。 上 部 ハ ウ ジ ン グ ８ ７ は リ ア ク ト ル ８ ０
の 上 方 に 被 せ ら れ 放 熱 フ ィ ン ８ ８ を 備 え て い る 。 各 側 部 ハ ウ ジ ン グ ９ ０ は リ ア ク ト ル ８ ０
を 両 側 か ら は さ み 、 コ イ ル 冷 却 部 ９ ２ 及 び コ ア 冷 却 部 ９ ４ を 持 ち 、 板 状 の ヒ ー ト シ ン ク ９
７ 上 に 立 設 さ れ て い る 。
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【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ５ ０ ５ ２ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
  従 来 例 は コ ア ８ １ 及 び コ イ ル ８ ２ で 発 生 す る 熱 を 一 対 の 側 部 ハ ウ ジ ン グ ９ ０ を 介 し て ヒ
ー ト シ ン ク ９ ７ に 伝 達 し 、 ヒ ー ト シ ン ク ９ ７ で 放 熱 す る 空 冷 方 式 を 採 用 し て い る 。 し か し
、 側 部 ハ ウ ジ ン グ ９ ０ と ヒ ー ト シ ン ク ９ ７ と は 別 部 材 で あ り 、 両 者 間 の 界 面 に 存 在 す る 熱
抵 抗 が 側 部 ハ ウ ジ ン グ ９ ０ か ら ヒ ー ト シ ン ク ９ ７ へ の 熱 の 伝 達 を 妨 げ る 。 ま た 、 発 熱 源 た
る コ ア ８ １ 及 び コ イ ル ８ ２ と 、 放 熱 手 段 た る 冷 却 フ ィ ン ８ ８ 及 び ヒ ー ト シ ン ク ９ ７ と は 離
れ て お り 、 冷 却 効 率 が 良 い と は 言 い 難 い 。 さ ら に 、 殆 ん ど 放 熱 作 用 を 持 た な い 一 対 の 側 部
ハ ウ ジ ン グ ９ ０ の 配 置 に よ り 冷 却 装 置 の 部 品 点 数 が 増 え 、 構 造 が 複 雑 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 少 な い 部 品 点 数 及 び 簡 単 な 構 造 で 冷 却 効 率
が 良 い 冷 却 器 を 持 つ 、 冷 却 器 付 き リ ア ク ト ル の 提 供 を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 願 の 発 明 者 は 、 冷 却 器 を 一 体 構 造 と し た 上 で 、 コ ア 及 び コ イ ル に 近 接 し た 部 分 に 冷 却
水 を 循 環 さ せ る こ と を 思 い 付 い て 、 本 発 明 を 完 成 し た 。
（ １ ） 第 １ 発 明 に よ る 冷 却 器 付 き リ ア ク ト ル は 、 請 求 項 １ に 記 載 し た よ う に 、 底 壁 部 と 周
壁 部 と が 一 体 に 形 成 さ れ 、 底 壁 部 は 冷 却 水 が 循 環 す る 水 路 を 備 え て い る 冷 却 器 と ； 底 壁 部
と 周 壁 部 と で 区 画 さ れ た 収 容 空 間 に 収 容 さ れ 、 そ の 一 部 が 底 壁 部 に 密 着 し た リ ア ク ト ル と
； か ら 成 る 。 こ の 冷 却 器 付 き リ ア ク ト ル に お い て 、 リ ア ク ト ル で 発 生 す る 熱 は 、 冷 却 器 の
底 壁 部 に 伝 達 し 冷 却 水 に よ り 水 冷 さ れ る と と も に 、 周 壁 部 か ら 底 壁 部 に 伝 達 し 同 様 に 水 冷
さ れ る 。
（ ２ ） 第 ２ 発 明 に よ る 冷 却 器 付 き リ ア ク ト ル は 、 請 求 項 ４ に 記 載 し た よ う に 、 底 壁 部 、 周
壁 部 及 び 底 壁 部 と 周 壁 部 と で 区 画 さ れ る 収 容 空 間 を 複 数 の 収 容 部 に 仕 切 る 仕 切 壁 部 が 一 体
に 形 成 さ れ 、 底 壁 部 は 冷 却 水 が 循 環 す る 水 路 を 備 え て い る 冷 却 器 と ； 第 １ 底 壁 部 、 第 １ 周
壁 部 及 び 仕 切 壁 部 で 区 画 さ れ た 第 １ 収 容 部 に 収 容 さ れ 、 そ の 一 部 が 第 １ 底 壁 部 に 密 着 し た
リ ア ク ト ル と ； 第 ２ 底 壁 部 、 第 ２ 周 壁 部 及 び 仕 切 壁 部 で 区 画 さ れ た 第 ２ 収 容 部 に 収 容 さ れ
た 電 子 部 品 と ； か ら 成 る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 冷 却 器 付 き リ ア ク ト ル に お い て 、 リ ア ク ト ル 及 び 電 子 部 品 で 発 生 す る 熱 は 、 冷 却 器
の 第 １ 底 壁 部 及 び 第 ２ 底 壁 部 に 伝 達 し 冷 却 水 に よ り 水 冷 さ れ る と と も に 、 第 １ 周 壁 部 及 び
第 ２ 周 壁 部 か ら 底 壁 部 に 伝 達 し 同 様 に 水 冷 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
（ １ ） 第 １ 発 明 に か か る 冷 却 器 付 き リ ア ク ト ル に よ れ ば 、 リ ア ク ト ル の 一 部 と が 冷 却 器 の
底 壁 部 と の 密 着 に よ り リ ア ク ト ル か ら 底 壁 部 に 熱 が 確 実 に 伝 達 し 、 底 壁 部 の 水 路 を 循 環 し
て い る 冷 却 水 と の 間 で 熱 交 換 さ れ 、 リ ア ク ト ル の 温 度 上 昇 が 防 止 さ れ る 。 ま た 、 冷 却 器 の
底 壁 部 と 周 壁 部 と が 一 体 に 形 成 さ れ て い る の で 両 者 間 に 熱 抵 抗 が な く 、 周 壁 部 か ら 底 壁 部
に 熱 が 効 果 的 に 伝 達 す る 。 更 に 、 底 壁 部 及 び 周 壁 部 は リ ア ク ト ル の 収 容 手 段 及 び 熱 の 伝 達
、 放 熱 手 段 を 兼 ね て お り 、 構 造 が コ ン パ ク ト で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
  請 求 項 ２ の 冷 却 器 付 き リ ア ク ト ル に よ れ ば 、 リ ア ク ト ル は Ｕ 形 状 の コ ア の 下 面 が 底 壁 部
に 密 着 し て い る の で 、 リ ア ク ト ル か ら 底 壁 部 に 熱 が 伝 達 し 易 い 。 請 求 項 ３ の 冷 却 器 付 き リ
ア ク ト ル に よ れ ば 、 コ ア の 外 面 が 周 壁 部 に 近 接 し て い る の で 、 リ ア ク ト ル か ら 周 壁 部 に 熱
が 伝 達 し 易 い 。
（ ２ ） 第 ２ 発 明 に か か る 冷 却 器 付 き リ ア ク ト ル に よ れ ば 、 リ ア ク ト ル 及 び 電 子 部 品 の 一 部
と 冷 却 器 の 第 １ 底 壁 部 及 び 第 ２ 底 壁 部 と の 密 着 に よ り 、 リ ア ク ト ル 及 び 電 子 部 品 か ら 第 １
底 壁 部 及 び 第 ２ 底 壁 部 に 熱 が 確 実 に 伝 達 し 、 水 路 を 循 環 し て い る 冷 却 水 と の 間 で 熱 交 換 さ
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れ 、 リ ア ク ト ル 及 び 電 子 部 品 の 温 度 上 昇 が 防 止 さ れ る 。 ま た 、 冷 却 器 の 第 １ 底 壁 部 及 び 第
２ 底 壁 部 と 第 １ 及 び 第 ２ 周 壁 部 と 仕 切 壁 部 と が 一 体 に 形 成 さ れ て い る の で 両 者 間 に 熱 抵 抗
が な く 、 第 １ 周 壁 部 及 び 第 ２ 周 壁 部 及 び 仕 切 壁 部 か ら 第 １ 底 壁 部 及 び 第 ２ 底 壁 部 に 熱 が 効
果 的 に 伝 達 す る 。 更 に 、 第 １ 底 壁 部 及 び 第 ２ 底 壁 部 、 第 １ 周 壁 部 及 び 第 ２ 周 壁 部 並 び に 仕
切 壁 部 は リ ア ク ト ル 及 び 電 子 部 品 の 収 容 手 段 及 び 熱 の 伝 達 、 放 熱 手 段 を 兼 ね て お り 、 構 造
が コ ン パ ク ト で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
  請 求 項 ５ の 冷 却 器 付 き リ ア ク ト ル に よ れ ば 、 仕 切 壁 部 は 側 壁 か ら 延 び た 第 １ 延 長 部 と 端
壁 か ら 延 び た 第 ２ 延 長 部 と か ら 成 り 、 第 １ 収 容 部 は 第 ２ 収 容 部 よ り も 小 さ い の で 、 電 子 部
品 と 大 き さ （ 幅 ） が 異 な る リ ア ク ト ル の 収 容 に 適 し 、 第 １ 収 容 部 か ら 第 ２ 収 容 部 へ の 熱 の
伝 達 が 防 止 さ れ る 。 請 求 項 ６ の 冷 却 器 付 き リ ア ク ト ル に よ れ ば 、 リ ア ク ト ル の Ｕ 形 状 の コ
ア の 下 面 が 第 １ 底 壁 部 に 密 着 し て い る の で 、 下 面 か ら 第 １ 底 壁 部 に 熱 が 伝 達 し 易 い 。 請 求
項 ７ の 冷 却 器 付 き リ ア ク ト ル に よ れ ば 、 コ ア の 外 面 が 第 １ 周 壁 部 の 一 部 及 び 仕 切 壁 部 に 密
着 し て い る の で 、 外 面 か ら 第 １ 周 壁 部 へ 熱 が 伝 達 し 易 い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
（ イ ） 用 途
  冷 却 器 付 き リ ア ク ト ル は Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ コ ン バ ー タ に お い て 直 流 電 圧 を 昇 圧 又 は 降 圧 す る た
め や 、 電 源 回 路 の 平 滑 フ ィ ル タ と し て 使 用 さ れ る 。
（ ロ ） 第 １ タ イ プ
  第 １ タ イ プ の 冷 却 器 付 き リ ア ク ト ル の 冷 却 器 は 、 底 壁 部 と そ の 外 周 に 沿 っ た 周 壁 部 と が
一 体 に 形 成 さ れ て い る （ 一 体 構 造 を 持 つ ） 。 こ こ で 、 「 一 体 に 形 成 」 と は 、 同 一 の 材 料 で
同 時 に 、 継 ぎ 目 な く 形 成 す る こ と を 意 味 す る 。 底 壁 部 及 び 周 壁 部 の 形 状 は リ ア ク ト ル の 形
状 と の 関 係 で 決 ま る （ 請 求 項 ３ ） 。 底 壁 部 は 冷 却 水 が 循 環 す る 水 路 を 備 え 、 水 路 は 底 壁 部
の 下 面 全 体 に 形 成 す る こ と が 望 ま し い が 、 特 定 の 領 域 の み に 形 成 し て も 良 い 。 外 周 壁 は 底
壁 部 の 外 周 縁 に 形 成 さ れ 例 え ば 矩 形 状 を 持 つ 。 外 周 壁 は 全 周 に わ た っ て （ 環 状 ） に 形 成 さ
れ る こ と が 望 ま し い が 、 一 部 が 切 れ て い て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 リ ア ク ト ル は 底 壁 部 と 周 壁 部 と で 区 画 さ れ た 収 容 空 間 に 収 容 さ れ 、 そ の 一 部 が 底 壁 部 に
密 着 し て い る （ 請 求 項 ２ ） 。 例 え ば 、 Ｕ 字 形 の コ ア を 含 む リ ア ク ト ル を 横 向 き に 置 き 、 コ
ア の 下 面 を 底 壁 部 に 密 着 さ せ 、 外 面 を 周 壁 部 に 密 着 す る こ と が で き る 。
（ ハ ） 第 ２ タ イ プ
  第 ２ タ イ プ の 冷 却 器 付 き リ ア ク ト ル の 冷 却 器 は 底 壁 部 、 そ の 外 周 に 沿 っ た 周 壁 部 、 及 び
底 壁 部 と 外 周 壁 部 と で 区 画 さ れ る 収 容 空 間 を 仕 切 る 仕 切 壁 部 が 一 体 に 形 成 さ れ て い る 。 周
壁 部 は 底 壁 部 の 外 周 縁 に 形 成 さ れ 、 例 え ば 一 対 の 側 壁 部 と 一 対 の 端 壁 部 と を 含 み 、 矩 形 枠
状 を 持 つ 。 「 一 体 に 形 成 」 の 意 味 は 上 述 し た 通 り で あ る 。 仕 切 壁 部 が 収 容 空 間 を 複 数 の 収
容 部 に 仕 切 る 。 あ る 収 容 部 に リ ア ク ト ル を 、 別 の 収 容 部 （ 一 つ 又 は 二 つ 以 上 ） に 電 子 部 品
を 収 容 す る 。 底 壁 部 、 周 壁 部 及 び 仕 切 壁 部 の 形 状 は リ ア ク ト ル や 電 子 部 品 の 形 状 と の 関 係
で 決 ま る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 仕 切 壁 部 は 側 壁 か ら 延 び た 第 １ 延 長 部 と 端 壁 か ら 延 び た 第 ２ 延 長 部 と か ら 成 る こ と が で
き る （ 請 求 項 ５ ） 。 リ ア ク ト ル が 密 着 す る 第 １ 底 壁 部 及 び 第 ２ 底 壁 部 は そ の 下 面 に 循 環 水
路 を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 リ ア ク ト ル は 第 １ 底 壁 部 、 第 １ 周 壁 部 及 び 仕 切 壁 部 で 区 画 さ れ た 第 １ 収 容 部 に 収 容 さ れ
て い る 。 そ の 一 部 が 第 １ 底 壁 部 に 密 着 し 、 そ の 一 部 が 第 １ 周 壁 部 及 び 仕 切 壁 部 に 密 着 し て
い る （ 請 求 項 ６ 及 び ７ ） 。 電 子 部 品 は 第 ２ 底 壁 部 、 第 ２ 周 壁 部 及 び 仕 切 壁 部 で 区 画 さ れ た
第 ２ 収 容 部 に 収 容 さ れ て い る 。 そ の 一 部 （ 底 面 ） が 第 ２ 底 壁 部 に 密 着 又 は 近 接 し 、 外 面 が
第 ２ 周 壁 部 及 び 仕 切 壁 部 に 密 着 又 は 近 接 す る こ と が 望 ま し い 。
【 実 施 例 】
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【 ０ ０ １ ５ 】
  以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 を 添 付 図 面 を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。
（ 構 成 ）
　 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 リ ア ク ト ル １ ０ は Ｕ 字 形 状 の コ ア １ ２ と 、 そ の 回 り に 巻 か
れ た コ イ ル １ ５ と か ら 成 る 。 コ ア １ ２ の 一 対 の 腕 部 １ ３ ａ 及 び １ ３ ｂ は 断 面 矩 形 状 を 有 し
、 両 方 の 腕 部 １ ３ ａ と １ ３ ｂ を 結 ぶ 方 向 が 横 方 向 と な る よ う に 配 置 （ 横 置 き ） さ れ て い る
。 各 腕 部 １ ３ に そ れ ぞ れ コ イ ル １ ５ が 巻 か れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 冷 却 器 ２ ０ は 全 体 が 熱 伝 達 性 に 優 れ た ア ル ミ か ら 成 り 、 一 体 構 造 を 持 つ 。 矩 形 状 の 底 壁
部 ２ ２ と 、 そ の 両 側 部 か ら 直 角 に 立 ち 上 が っ た 一 対 の 側 壁 部 ２ ４ ａ 及 び ２ ４ ｂ と 、 底 壁 部
２ ２ の 両 端 部 か ら 直 角 に 立 ち 上 が っ た 一 対 の 端 壁 部 ２ ６ ａ 及 び ２ ６ ｂ と 、 仕 切 壁 部 ３ １ と
を 含 む 。 一 対 の 側 壁 部 ２ ４ ａ 及 び ２ ４ ｂ は 底 壁 部 ２ ２ の 側 部 の 全 長 に わ た っ て 形 成 さ れ 、
一 対 の 端 壁 部 ２ ６ ａ 及 び ２ ６ ｂ は 底 壁 部 ２ ２ の 端 部 の 全 長 に わ た っ て 形 成 さ れ 、 こ れ ら の
高 さ は 等 し い 。 そ の 結 果 、 底 壁 部 ２ ２ の 外 周 縁 に 沿 っ て 四 角 枠 状 の 周 壁 部 ２ ５ が 形 成 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 仕 切 壁 部 ３ １ は 他 方 の 側 壁 部 ２ ４ の 途 中 か ら 延 び た 延 長 部 ３ ２ と 、 一 方 の 端 壁 部 ２ ６ ａ
の 途 中 か ら 延 び た 延 長 部 ３ ３ と が 直 角 に 交 差 し て い る 。 第 １ 底 壁 部 ２ ３ ａ と 延 長 部 ３ ２ 及
び ３ ３ と 、 他 方 の 側 壁 部 ２ ４ ｂ の 一 部 ２ ４ ｂ １ 及 び 一 方 の 端 壁 部 ２ ６ ａ と が 共 同 し て 直 方
体 形 状 の リ ア ク ト ル 用 収 容 空 間 ３ ５ を 区 画 し て い る 。 こ の 収 容 空 間 ３ ５ の 形 状 及 び 大 き さ
は リ ア ク ト ル １ ０ の 形 状 及 び 大 き さ に ほ ぼ 等 し い 。 そ の 結 果 、 リ ア ク ト ル １ ０ の 一 方 の 腕
部 １ ３ ａ の 外 面 １ ３ ａ １ が 一 方 の 端 壁 部 ２ ６ ａ に 、 他 方 の 腕 部 １ ３ ｂ の 外 面 １ ３ ｂ １ が 延
長 部 ３ ２ に 、 両 方 の 腕 部 １ ３ ａ 及 び １ ３ ｂ の 下 面 １ ３ ｃ が 第 １ 底 壁 部 ２ ３ ａ に 接 触 し て い
る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 ２ 底 壁 部 ２ ３ ｂ と 、 延 長 部 ３ ２ と 、 両 方 の 側 壁 部 ２ ４ ａ 及 び ２ ４ ｂ の 残 部 ２ ４ ａ ２ 及
び ２ ４ ｂ ２ と 他 方 の 端 壁 部 ２ ６ ｂ と に よ り 直 方 体 形 状 の 電 子 部 品 用 収 容 空 間 ３ ７ が 区 画 さ
れ て い る 。 こ の 収 容 空 間 ３ ７ は リ ア ク ト ル 用 収 容 空 間 ３ ５ よ り も 大 き く 、 そ の 中 に 電 子 部
品 （ 例 え ば パ ワ ー ト ラ ン ジ ス タ ） ３ ８ が 収 容 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ２ か ら 分 か る よ う に 、 底 壁 部 ２ ２ の 下 面 （ 裏 面 ） に は 全 面 に わ た っ て 冷 却 水 の 循 環 水
路 ４ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 即 ち 、 底 壁 部 ２ ２ の 下 面 か ら 下 方 に 延 び た 多 数 の リ ブ ４ １ が 一
定 間 隔 で 形 成 さ れ 、 隣 接 す る リ ブ ４ １ 間 に 小 空 間 ４ ２ が 区 画 さ れ て い る 。 多 数 の 上 向 き の
リ ブ ４ ４ が 形 成 さ れ た 蓋 部 材 ４ ５ が 底 壁 部 ２ ２ を 覆 っ て い る 。 蓋 部 材 ４ ５ の リ ブ ４ ４ の 幅
及 び リ ブ ４ ４ 間 の 小 空 間 ４ ６ の 間 隔 は 底 壁 部 ２ ２ の リ ブ ４ １ 及 び 小 空 間 ４ ２ の そ れ と 同 じ
で あ り 、 両 者 に よ り 互 い に 連 通 さ れ た 多 数 の 空 間 ４ ２ 及 び ４ ６ か ら 成 る 循 環 水 路 ４ ０ が 形
成 さ れ て い る 。
（ 作 用 ）
  こ の 冷 却 器 付 き リ ア ク ト ル に お い て 、 リ ア ク ト ル １ ０ の 作 動 時 に コ ア １ ２ 及 び コ イ ル １
５ で 発 生 す る 熱 は 、 冷 却 器 ２ ０ の 底 壁 部 ２ ２ か ら リ ブ ４ １ 及 び ４ ４ に 伝 達 さ れ る 。 底 壁 部
２ ２ の 下 面 の 循 環 水 路 ４ ０ を 循 環 し て い る 冷 却 水 と リ ブ ４ １ 及 び ４ ４ と の 間 で 熱 交 換 さ れ
（ 水 冷 方 式 ） 、 リ ア ク ト ル １ ０ の 温 度 上 昇 が 防 止 さ れ る 。 同 様 に 、 電 子 部 品 ３ ８ で 発 生 す
る 熱 と 冷 却 水 と の 間 で も 同 様 に 熱 交 換 さ れ 、 電 子 部 品 ３ ８ が 冷 却 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 リ ア ク ト ル １ ０ の 熱 は 他 方 の 側 壁 部 ２ ４ ｂ の 一 部 ２ ４ ｂ １ と 一 方 の 端 壁 部 ２ ６ ａ
と を 通 し て 底 壁 部 ２ ２ に 伝 達 さ れ 、 冷 却 水 で 冷 却 さ れ る 。 同 様 に 、 電 子 部 品 ３ ８ の 熱 は 、
一 方 の 側 壁 部 ２ ４ ａ の 残 部 ２ ４ ａ ２ と 、 他 方 の 側 壁 部 ２ ４ ｂ の 残 部 ２ ４ ｂ ２ と 、 他 方 の 端
壁 部 ２ ６ ｂ と を 通 し て 底 壁 部 ２ ２ に 伝 達 さ れ 、 水 冷 さ れ る 。
（ 効 果 ）
　 こ の 実 施 例 の 冷 却 器 付 き リ ア ク ト ル に よ れ ば 、 以 下 の 効 果 が 得 ら れ る 。 第 １ に 、 三 つ の
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理 由 に よ り リ ア ク ト ル １ ０ の 冷 却 効 率 が 良 い 。 一 つ 目 の 理 由 は 、 リ ア ク ト ル １ ０ の 下 面 １
３ ｃ が 底 壁 部 ２ ２ に 密 着 し 、 外 面 １ ３ ａ １ 及 び １ ３ ｂ １ が 周 壁 部 ２ ５ 及 び 仕 切 壁 部 ３ １ の
一 部 に 密 着 し て い る か ら で あ る 。 こ れ に よ り 、 コ ア １ ２ 及 び コ イ ル １ ５ で 発 生 し た 熱 は 下
面 １ ３ ｃ か ら 直 接 底 壁 部 ２ ２ に 、 外 面 １ ３ ａ １ 及 び １ ３ ｂ １ か ら 直 接 一 方 の 端 壁 部 ２ ６ ａ
及 び 延 長 部 ３ ２ に 伝 達 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
  二 つ 目 の 理 由 は 、 冷 却 器 ２ ０ の 底 壁 部 ２ ２ と 周 壁 部 ２ ５ と の 間 に 界 面 が な い こ と に よ る
。 つ ま り 、 底 壁 部 ２ ２ と 側 壁 部 ２ ４ ａ 及 び ２ ４ ｂ と 端 壁 部 ２ ６ ａ 及 び ２ ６ ｂ と が 全 て 同 じ
材 料 で 形 成 さ れ 、 両 者 間 に 継 ぎ 目 が 存 在 し な い の で 熱 抵 抗 が 少 な い 。 そ の た め 、 周 壁 部 ２
５ 及 び 仕 切 壁 部 ３ １ か ら 底 壁 部 ２ ２ へ の 熱 伝 達 が 良 好 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
  三 つ 目 の 理 由 は 、 水 冷 方 式 の 採 用 で あ る 。 リ ア ク ト ル １ ０ の 下 面 １ ３ ｃ か ら 直 接 底 壁 部
２ ２ に 伝 達 さ れ る 熱 、 及 び リ ア ク ト ル １ ０ の 外 面 １ ３ ａ １ 及 び １ ３ ｂ １ か ら 周 壁 部 ２ ５ 及
び 仕 切 壁 部 ３ １ を 介 し て 底 壁 部 ２ ２ へ 伝 達 さ れ る 熱 は 、 底 壁 部 ２ ２ の 下 側 の 循 環 水 路 ４ ０
を 流 れ る 冷 却 水 に よ り 効 果 的 に 冷 却 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 ２ に 、 比 較 的 高 温 の リ ア ク ト ル １ ０ の 熱 が 低 温 の 電 子 部 品 ３ ８ に 伝 達 す る こ と が 、 仕
切 壁 部 ３ １ に よ り 防 止 さ れ る 。 リ ア ク ト ル １ ０ は 電 子 部 品 ３ ８ に 比 べ て 発 熱 量 が 多 く 、 温
度 が 上 昇 し や す い 。 し か し 、 仕 切 壁 部 ３ １ が 障 壁 と な っ て 収 容 空 間 ３ ５ か ら ３ ７ へ の 熱 の
伝 達 を 遮 断 す る の で 、 リ ア ク ト ル １ ０ の 熱 に よ る 電 子 部 品 ３ ８ の 温 度 上 昇 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 第 ３ に 、 冷 却 器 ２ ０ の 部 品 点 数 が 少 な く 、 構 造 が 簡 単 で あ る 。 冷 却 器 ２ ０ の 底 壁 部 ２ ２
及 び 周 壁 部 ２ ５ は 、 リ ア ク ト ル １ ０ 及 び 電 子 部 品 ２ ８ の 収 容 空 間 ３ ５ 及 び ３ ７ を 区 画 す る
と と も に 、 熱 を 伝 達 し て い る か ら で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ で リ ア ク ト ル を 冷 却 器 に 収 容 し た 状 態 で の ２ － ２ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 例 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 １ ０ ： リ ア ク ト ル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ２ ： コ ア
　 １ ５ ： コ イ ル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ ０ ： 冷 却 器
　 ２ ２ ： 底 壁 部 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ ４ ａ ， ２ ４ ｂ ： 側 壁 部
　 ２ ５ ： 周 壁 部 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ ６ ａ ， ２ ６ ｂ ： 端 壁 部
　 ３ １ ： 仕 切 壁 部 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ３ ５ ， ３ ７ ： 収 容 空 間
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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